
（１）研究技術がどのように「スマートな未来」につながるのか。

超実時間モニタリングのためのロボット知能化基盤技術と5G社会

久保田直行教授（機械システム工学科）

キーワード：ロボット、デジタル化

学生
（学び）

20年

総括
（伝える）

20年

成熟
（どう生きる？）

40年
「人生120年」時代における少子超高齢・多世代スマート共生社会
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仕事
（働き）

40年

・交通弱者 ・買い物弱者 ・災害弱者 ・情報弱者 ・・・
社会的弱者

全ての人々を弱者にしない「社会インフラ」の実現

AIが「認知」に寄り添い，ロボットが「身体」を暖かく支える未来



（２）「スマートな未来」を実現するための技術課題とは？

人間参加型
（human-in-the-loop）

機械学習

（客観的価値の生成・強化）

【課題】ロボット
やAIが人と共に学
習・成長できる
仕組みの確立

クラウドコンピューティング
(Global / Social AI)

エッジコンピューティング
(Local / Personal AI)

経験共有・共感型
機械学習

（主観的経験/価値の共有/共感）

自己認知

他者認知

メタ認知

主観的理解

他者モデル自己モデル

シミュレーションで予測

客観的理解

必ずしも
一致しない

社会参加型
(society-in-the-loop) 

機械学習

（客観的価値の共有）

【課題】社会がAI
やロボットの価値
観や行動を試し、
監査する仕組みの

構築

【課題】人の経験
を理解し、価値を
共感し、共有する
ための技術の確立

【課題】人の身体
・認知能力を推定
するための技術の

開発

【課題】人や環境
の情報をデジタル
化し、必要なとき
に必要な粒度で記
録・参照する技術

の開発

【課題】人の行動
や乗り物の動きを
予測するするため
の技術の開発

汎用人工知能（
AGI）



（３）新設の５G設備をどのように活かすか。

久保田直行教授（機械システム工学科）

キーワード：ロボット、デジタル化
現実空間

仮想空間

ソーシャルデータ

ヒトのデータ

環境データ …
Big Data

機械学習

探索，計画

推論，最適化 …

AI

デジタルツイン

５Gを用いた
大容量、低遅延、同時多接続
による超実時間情報処理

(1) 超実時間トラッキング
イノベーション

(2) 超実時間モニタリング
イノベーション

(3) オンライン機械学習
イノベーション

(4) オンラインロボット
適応イノベーション

トポロジカルツイン


	スライド 1: （１）研究技術がどのように「スマートな未来」につながるのか。
	スライド 2: （２）「スマートな未来」を実現するための技術課題とは？
	スライド 3: （３）新設の５G設備をどのように活かすか。 

